
(57)【要約】
【目的】  荷重検知部が直接押される以外に、例えば座
部の表面シートの張力などによって、荷重検知部が作動
することがない、座部への着座と荷物などの載置とを正
確に判別できる座席の荷重検知装置を提供すること。
【構成】  荷重検知体Ａは、座席１の座部２の表面シー
ト５の内側に配置された複数の荷重検知部Ｓ１～Ｓ１２
を備える。この複数の荷重検知部は互いに重ね合わされ
た一対の可撓性シート１０，１１の対向面に直交して配
設された導電体１２，１３の交差部によりマトリクス状
に配置形成されており、この複数の荷重検知部からの出
力値に基づき人の着席の有無を判別する。複数の荷重検
知部Ｓ１～Ｓ１２のうちの少なくとも座部２の前方端部
近傍に配置された荷重検知部Ｓ１０，Ｓ１１，Ｓ１２の
周辺にスペーサ３０が配置されている。
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】  座席の少なくとも座部の表面シートの内
側に配置された複数の荷重検知部を備え、この複数の荷
重検知部からの出力値に基づき人の着席の有無を判別す
るようにした座席の荷重検知部において、複数の荷重検
知部のうちの少なくとも座部の前方端部近傍に配置され
た荷重検知部の周辺にスペーサが配置されていることを
特徴とする座席の荷重検知装置。
【請求項２】  複数の荷重検知部は互いに重ね合わされ
た一対の可撓性シートの対向面に互いに直交して配設さ
れた導電体の交差部によりマトリクス状に配置形成され
ていることを特徴とする請求項１に記載の座席の荷重検
知装置。
【請求項３】  複数の荷重検知部のうち少なくとも座部
の前方端部近傍に配置された荷重検知部の周辺が相互に
固着されていることを特徴とする請求項１または２に記
載の座席の荷重検知装置。
【請求項４】  座席の少なくとも座部の表面シートの内
側に配置された複数の荷重検知部を備え、この複数の荷
重検知部は互いに重ね合わされた一対の可撓性シートの
対向面に互いに直交して配設された導電体の交差部によ
りマトリクス状に配置形成されており、この複数の荷重
検知部の出力値に基づき人の着座の有無を判別するよう
にした座席の荷重検知装置において、複数の荷重検知部
のうち少なくとも座部の前方端部近傍に配設された荷重
検知部の周辺で、一対の可撓性シートが表面シートに固
着されていることを特徴とする座席の荷重検知装置。
【図面の簡単な説明】

【図１】本考案の１実施例を示す座席の一部破断斜視
図。
【図２】図１の荷重検知部の構造を示す分解斜視図。
【図３】図２の荷重検知部の要部拡大分解斜視図。
【図４】座席の荷重検知部の図３中Ａ－Ａ’線に沿った
拡大断面図。
【図５】可撓性シートの斜視図。
【図６】着座判別動作を示すブロック図。
【図７】荷重検知部に接続される検知判別処理回路を示
すフローチャート図。
【図８】従来例の座席の座部にマトリックス配置された
複数の荷重検知部の配置を示す平面図。
【符号の説明】
１  座席
２  座部
３  背もたれ部
４  クッション材
５  表面シート（表皮）
Ａ  荷重検知体
Ｓ１～Ｓ１２  荷重検知部
１０，１１  可撓性シート
１２，１３  導電体
１４，１５  スペーサパターン
２０  検知判別処理回路
２３  マイクロコンピューター
３０，３１  スペーサ
４２  接着剤

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】
【図６】

【図８】

(3)                         実開平６－２２９３９

Aisin Seiki Exhibit 1003
Page 3 of 14

f 

 

Find authenticated court documents without watermarks at docketalarm.com. 

https://www.docketalarm.com/


【図７】

(4)                         実開平６－２２９３９
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【考案の詳細な説明】

      【０００１】

    【産業上の利用分野】

  本考案は、自家用車等の自動車の座席に用いられる乗客の着座の有無を検知す

るための座席の荷重検知装置に関する。

      【０００２】

    【従来の技術】

  最近、図８に示すように、自動車の座席１の座部２の表面シート５の内側に複

数の荷重検知部Ｓ１～Ｓ９を配設し該荷重検知部Ｓ１～Ｓ９からの出力パターン

により、自動車の座席１に運転者や乗客が着座しているか、あるいは荷物が載置

されているだけなのか、さらに座席１上に何もないのかを、判別できる装置が本

出願人の特願平３－２５４５２７号により開示されている。この装置では、座席

の上面に配置されている荷重検知部Ｓ１～Ｓ９からの出力パターンを判別するこ

とによって、大人が着座しているのか、荷物が置かれているのかを判別できる。

しかしながら、子供は、体重が軽いことから、荷物として判別されることが応々

としてあった。そのような子供を検知するためには、座席１の前方端部に荷重検

知部を配置することが有効である。なぜなら、荷物を座席１に載置する場合この

前方端部が押圧されることが無いからである。しかしながら、座席１には、美観

上からも表面シート５が貼られるために、その張力によって前方端部に配置され

た荷重検知部に圧力がかかる。また、座席１の中央部のみに押圧力が加えられて

も、表面シート５の四方の端部が引っ張られることから、この張力により、端部

に配置されている荷重検知部に荷重がかかる。これによって、本来加わるべきで

はない座席の端部の荷重検知部が押圧される。従って、子供や、大人が乗ってい

ないのに体重がかけられたとして検知され、あたかも運転者や乗客が着席したと

誤判別してしまう原因となる。

      【０００３】

    【考案が解決しようとする課題】

  従って、本考案の目的は、座席の座部への運転者や乗客（以下人という）の着

席と荷物などの物の載置とが容易に判別することができる、座席の荷重検知装置

(5)                         実開平６－２２９３９
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